
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

三保半島地区

平成27年3月

静岡県静岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値
目標達
成度

理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

従前値

その他の
数値指標
１

目標値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟによ
る確定値

計測時
期

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

人/年

18

指標２
地域資源の活用
に関する住民の認
識

％ 19

908,095

1年以内の達成
見込み

指標１ 観光交流客数

指　標

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

○

△

1年以内の達成
見込み

△

事後評価

見込み・確定
の別

H25 ○

ﾌｫﾛｰ
ｱｯﾌﾟ時
点での
達成度

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟによ
る確定値

1,893,979

H26年8
月

29 ×

898,431880,000

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

総合所見

　4カ国語情報案内板設置や、世界文化遺産登録後早々にまち
づくり協議会による新三保松原散策マップの編集及び、解説看板
設置の社会実験等を実施し、地域の魅力向上に貢献した。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある場合や改善
が見られない場合等

　名勝「三保松原」が世界文化遺
産富士山（平成25年6月登録）の構
成資産となり、テレビ等のメディア
を通し三保松原の魅力等が全国に
紹介されたことにより、国内外から
の注目度が高まり、観光客が増加
した。

計測時
期

　羽衣の松周辺の活用、ちゃり三保号、レンタサイクル、新「三保
松原散策マップ」等の実施については住民に広く認知されてい
た。しかし、「三保松原」の構成資産登録を受け、三保半島全体
の地域活性化への住民の期待が高まり、地区内の魅力的な地
域資源の更なる磨き上げや情報発信が望まれている。

14.0 11.0
H26年8
月

22.5

　名勝「三保松原」が、世界文化遺
産富士山の構成資産となったこと
で、住民も三保半島の全国的知名
度が向上した認識を強く感じ、地域
資源を活かした地域活性化に対す
る期待が高まった。これに対し、現
状の半島全体の資源活用に物足
りなさを感じていると考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
■　新たに改善策をたて
る

　道路や雨水渠及び土地区画整理等の事業により、生活環境が
改善されつつあると感じているが、事業効果が実感できるまでに
は至っていない。また、観光客増加による生活道路への迂回車
両の侵入による新たな不満や、津波に対する不安から津波避難
タワーの建設が望まれるなど、生活環境の更なる改善が求めら
れている。

　観光客の増加により渋滞が広範
囲に発生したことや、東日本大震
災以降の津波に対する不安も重
なったことによるものと考えられ
る。

16.9

指標３
（ﾊﾟﾀｰﾝ1）

生活環境に対する
満足度

％ 12

総合所見

事後評価

見込み・確定
の別

47.2

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

その他の
数値指標
２

生活環境に対する
満足度

％ 12

その他の
数値指標
３

地域資源の活用
に関する住民の認
識

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

※フォローアップの必要のある指標について記入

％ 19

28.5

ﾌｫﾛｰ
ｱｯﾌﾟ時
点での
達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある場合や改善
が見られない場合等



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

事後評価シート　添付様式5－③から転記

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・三保半島の回遊性・ホスピタリティの向上。
・（仮称）三保松原ビジターセンターの整備。

・（都）清水港三保線の架空線対策が進捗している。

・道路整備事業、下水道整備事業（雨水）の整備が進
捗している。

・誰もが安心・快適に暮らせる居住環境を整備するため、事業を推進する。

今後の課題　その他特記事項

・まちづくり協議会の活動内容について、地元住民への周知。
・まちづくり協議会が、計画終了後も継続的に活動ができる体制の検討。

―

・道路整備事業の整備が進捗している。

・地域特性を考慮した、地域総合防災力を強化するため、事業を推進する.

道路ネットワークの形成改善策

・まちづくりの目標を達成する
ための改善策

・残された課題・新たな課題
への対応策

・その他　必要な改善策

具体的内容

・道路整備事業を第３期計画に継承した。
・（都）清水港三保線の推進。

―

―

静岡市地震・津波対策アクションプログラム（平成26年2月）による、津波避難タ
ワーの早急な整備、津波避難ビルの更なる追加指定

別事業で実施しているが、今後当計画との連携が必要。

地域総合防災力の強化

避難タワー等の地震・津波対策

地域資源の磨き上げ･活用

地域全体の包括的な取り組みを促す
システムづくり

実施時期

・まちづくり協議会と他団体（地元NPO法人）、大学との連携した活動の検討。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・土地区画整理事業、公園整備事業、下水道事業（雨水）
を第３期計画に継承した。

・（都）清水港三保線の架空線対策の推進。

―

実施した結果実施した具体的な内容

・成果を持続させるために
行う方策

・三保半島まちづくり活動支援事業を第３期計画に継承し
た。

地元自治会や各種団体等によるまち
づくりに係る検討や活動の継続

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・土地区画整理事業、公園整備事業、下水道事業の
整備が進捗している。

土地区画整理を中心とした公共空間
の整備と市街地環境の形成

・道路整備事業、下水道整備事業（雨水）を第３期計画に
継承した。

・観光客増加による交通渋滞の解消のため、事業を推進する。



都市再生整備計画（第４回変更）

三保
み ほ

半島
は ん と う

地区

静岡県　静岡
しずおか

市

平成26年1月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 450 ha

平成 16 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H19 H25

％ H20 H25

％ H20 H25

「5つの育」で共にはぐくむ　～豊かな自然に恵まれた　共育の観光交流半島づくり～
　目標①：既存資源の育成と連携による観光地としての魅力向上
　目標②：交通ネットワークの充実による回遊性の向上
　目標③：地域主体の活動の連携による包括的なまちづくりの実現
　目標④：誰もが安心・快適に利用できる市街地環境づくり

都道府県名 静岡県 静岡市 三保半島地区

計画期間 交付期間 25

◇三保半島地区の特色
静岡市の三保半島は、羽衣伝説に代表される「名勝三保松原」を有する全国的にも有名な観光地であり、さらに海水浴場や、東海大学をはじめとする教育施設、福祉・コミュニティ施設が多く立地する地区である。周囲には日本三大美港と呼ばれる清水港をは
じめ、日本の観光百選、国の名勝、県の自然公園に指定された日本平や国宝久能山東照宮、石垣イチゴ狩り等の観光スポットが点在し、これらと連携した観光戦略が求められており、官民一体となり、「日本平・久能山・三保松原を日本一の観光地に磨き上げ
る」という戦略的ビジョンが示されている。
◇まちづくりの経緯
　この三保半島においては、約20.8haの三保羽衣地区において、平成15年3月に土地区画整理事業等の都市計画決定、平成16年10月に土地区画整理事業の事業認可（組合施行）を受けたところである。平成16年度よりまちづくり交付金を活用して前述の土地
区画整理事業をはじめとした地域の再生に取り組んでおり、平成18年8月の折戸中央公園の完成、平成19年10月の養護老人ホーム松風荘の完成など、順調に事業を実施してきたが、ここ数年は、用地交渉が難航してきたこともあり、当初計画より事業進捗が
遅れてきている。
　また、三保半島の先端部に位置する真崎地区においては、地域住民との協働により、地域の特性を活かした”観光・新産業拠点＝観光交流拠点の形成”に向けた検討が進められ、三保真崎地区整備事業基本計画案がとりまとめられている。さらに、地元団体
代表者等によりまちづくり協議会による各種課題の検討、羽衣神道ワークショップやはまゆうの再生ボランティアなど、地域における様々なまちづくり活動が積極的に展開されている状況である。
◇目標設定の考え方
　これまでの取り組みは個々の課題への対応が主体となっており、地域全体を捉えた包括的な検討や地域間の交流や回遊による更なる効果発現を目指すまでには至っていない状況であり、平成19年10月に実施されたまちづくり交付金モニタリング調査におい
ても、三保半島全体として評価する必要性が指摘されている。よって、地域が一丸となって包括的に課題を解消するため、平成16年度より実施されているまちづくり交付金の対象区域を三保半島全体に拡大し、地域住民との協働の中で将来ビジョンの検討・共有
化を図り、”5つの育＝知育・体育・食育・徳育・才育”を地域連携の機軸とした観光まちづくりを目指すものとする。

◇課題(1)：従来からの課題
　　①土地区画整理事業を中心とした道路・公園・下水道等の公共施設の整備と高質空間の整備
　　②土地区画整理事業を含めた半島全体の道路ネットワークの形成と、脆弱な観光道路・生活道路の整備、安全な歩行者空間と自転車ネットワークの整備
　　③東海地震に備えた、緊急津波対策の推進、地域防災力の強化
◇課題(2)：三保半島全体の活性化に向けた課題
　　①名勝「三保松原」を中心とした地域資源の育成・活用とブランド化の推進
　　②多様なニーズに対応する交通ネットワークの形成による回遊性の向上
　　③地域全体の包括的な取り組みを促すシステムづくり（組織の育成、地域連携に向けたソフト施策の展開）

【総合計画】基本構想による、めざすまちの姿「活発に交流し価値を創り合う自立都市」
　・三保半島などの特色ある資源、環境を活かした交流拠点機能の強化と点在する拠点空間のネットワーク化を図る
【都市計画マスタープラン】羽衣地域のまちづくりの目標「美しく豊かな自然資源を背景にみなとの薫りが漂う風光明媚なまちづくり」
　・快適で利便性の高い市街地環境の整備
　・自然景観・環境の保全
　・観光レクリエーション資源を活かした交流拠点空間の整備
【まちみがき戦略プラン（平成23年10月）】静岡の良さを掘り起こし、磨き上げ、ふるさと静岡市を「希望の岡」にしていく
　・戦略的MICE（マイス）の推進（三保松原周辺、真崎広場再整備関連）
　・防災機能の強化（緊急津波対策、地域防災力の強化）
　・快適な生活環境の保全、整備（自転車道ネットワークの整備）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

観光交流客数
三保半島における１年間の観光入り込み客数
（市観光統計資料）

目標①②③に関わり、既存資源の育成と連携、回遊性向上、包括的なま
ちづくりによる地域の魅力向上により観光客の減少傾向を食い止める。

908,095 880,000

地域資源の活用に関する
住民の認識

アンケート調査により、地域住民が「三保半島は、歴史・文
化・自然・産業などの地域資源を活かしている」と感じてい
る割合

目標①③に関わる。風致公園の整備や観光地としての情報発信、地域の
まちづくり活動などを通じ、既存資源の活用を図る（10％増）。

19 29

生活環境に対する満足度
アンケート調査により、地域住民が「三保半島は、都市基盤
が整備され、誰もが安心して快適に生活できる」と感じてい
る割合

目標②④に関わる。土地区画整理事業を中心とした公共施設の整備と高
質空間の整備によって、満足度の向上を（10%増）を図る。

12 18

　また、従来より進められている三保羽衣土地区画整理組合による土地区画整理事業をベースとして、長年の懸案事項である道路ネットワークの整備とともに、周辺を含めた都市環境の改善を図り、地域の生活環境・安全性・コミュニティ向上に向けた整備を進
め、居住者に優しく、かつ地域と来訪者との交流にも資する良好な市街地環境の形成を目指すものとする。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

目標①：既存資源の育成と連携による観光地としての魅力向上

　松原の自然や農地を保全・育成するとともに、“5つの育＝知育・体育・食育・徳育・才育”で地域資源を連携させ、滞
在性の高い観光拠点を形成する。

三保半島まちづくり活動支援事業
羽衣海岸緑地整備事業
（都）塚間羽衣線カラー舗装
（関連）名勝「三保松原」緑化推進事業
（関連）真崎広場整備事業

目標②：交通ネットワークの充実による回遊性の向上

　生活道路・都市計画道路の整備を推進するとともに、観光名所へのアクセス導線を確保する。
　また、歩行者、自転車及び水上バス等の非自動車交通の利便性を向上させ、自動車に頼らない観光周遊を可能に
する。

三保羽衣土地区画整理事業
（都）羽衣海岸線
（都）塚間羽衣線
三保半島まちづくり活動支援事業
（関連）観光トイレ改修事業
（関連）自転車道利用促進事業
（関連）清水三保羽衣地区

目標③：地域主体の活動の連携による包括的なまちづくりの実現

　地域住民と協働で、事業の進捗を適切に管理する。
　また、環境保全やまちづくりの活動を支援し、事業効果を半島全体に波及させる。

　三保半島まちづくり活動支援事業として、以下を実施する予定。

①まちづくり実施計画の策定
　戦略的にまちづくりを進めるため本地区に必要となる事業について、現行の協議会の範囲を拡大した三保半島地区のまちづくり協議会を設立し、具体的な事業実施計画を定める。
　各事業単体の事業効果や、各事業の組合せにより相乗効果が発現できるよう、体系的な施策展開を行うことを目指し、今後のまちづくりにおける関係者間の役割の明確化、実施スケジュール
の立案、事業スケジュールの管理手法の検討などを行う。
　＜1年目＞2年目以降に計画に位置づけることを目指す事業案の具体化、調整
　　・真崎地区観光複合施設の内容、周辺整備の考え方
　　・自転車道リフレッシュの考え方、観光としてのあり方
　　・羽衣の松ロータリー周辺のイメージ検討　等
　＜2年目以降＞まちづくり交付金事業実施効果を見据えた住民主体のソフト施策の検討
　　・公共交通と連携したレンタサイクル導入検討
　　・観光農業の支援
　　・既存施設活用の具体化に向けた検討
　　・ボランティア活動支援や連携方策の検討（海浜環境保全活動・松枯れ対策勉強会　等）

②まちづくりモニタリング事業
　まちづくり交付金の効果発現状況の把握や、効果発現が見られない事業の見直し方策の検討など、定期的なモニタリングを行い、継続的に広報する。また、最終年度に事後評価を行う。

三保半島まちづくり活動支援事業
羽衣公園整備基本構想策定事業
（関連）（仮称）三保羽衣公園整備基本構想策定事業

目標④：誰もが安心・快適に利用できる市街地環境づくり

　土地区画整理事業を中心に公園や下水道など都市基盤施設の整備を進め、住む人、訪れる人の両方が快適で安
心できるみどり豊かで良質な市街地を形成する。

三保羽衣土地区画整理事業
折戸１号雨水幹線整備
羽衣海岸緑地整備事業
（関連）観光トイレ改修事業
（関連）清水三保羽衣地区



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 静岡市 直 W=12m、L=1600m H16 H25 H21 H25 2,000.0 265.7 265.7 265.7

道路 静岡市 直 W=20m、L=60m H23 H25 H23 H25 36.80 13.80 13.80 13.80

公園

河川

下水道 静岡市 直 L=504m H21 H25 H21 H25 860.0 860.0 860.0 860.0

地域生活基盤施設（緑地） 静岡市 直 L=1240m H21 H25 H21 H25 13.1 13.1 13.1 13.1

地域生活基盤施設（情報板） 静岡市 直 １箇所 H21 H21 H21 H21 1.2 1.2 1.2 1.2

高質空間形成施設

土地区画整理事業 組合 間 A=20.8ha H16 H28 H21 H28 1,645.0 827.1 827.1 827.1

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,556.1 1,980.9 1,980.9 1,980.9 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路 静岡市 直 W=12m、L=1,600m H16 H25 H24 H24 2,000.0 40.3 40.3 40.3

道路 静岡市 直 W=20m、L=60m H23 H25 H24 H24 36.8 23.0 23.0 23.0

公園

下水道 －

合計 2,036.80 63.30 63.30 63.3 …A''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

基幹事業　総計（①＋②）

総計 2,044.20 2,044.20 2,044.20 …A=A'+A''

提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

静岡市 直 H21 H25 H21 H25 12.5 12.5 12.5 12.5

静岡市 直 H24 H25 H24 H24 5.8 5.8 5.8 5.8

－

－

－

－

合計 18.3 18.3 18.3 18.3 …B'

国費率 0.4

25.32

細項目

2,062.50 825.00交付対象事業費 交付限度額

1,999.20

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計

交付期間内事業期間

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 799.68

63.30

事業

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計

（参考）事業期間
事業箇所名 事業主体

（都）塚間羽衣線

事業主体

三保土地区画整理事業

直／間

0

0

（都）塚間羽衣線

（参考）事業期間

－

規模

（都）羽衣海岸線
うち民負担分

（都）羽衣海岸線
うち民負担分

-

交付期間内事業期間

0

規模
交付期間内事業期間

0

うち民負担分

三保半島まちづくり活動支援事業

事業活用調
査

高次都市施設

折戸1号雨水幹線整備事業

羽衣海岸緑地整備事業

４カ国語情報板案内整備

既存建造物活用事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
細項目

細項目

地域創造
支援事業

羽衣公園整備基本構想策定事業

事業 事業箇所名

－

－

（参考）事業期間
直／間

まちづくり活
動推進事業 －

－



提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 18.3 18.3 18.3 …B=B'+B''

合計(A+B) 2,062.50
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
組合 国土交通省 A=20.8ha ○ H16 H28 5,411.4

静岡市 林野庁 ○ H21 H24 7.0

静岡市 ○ H22 H25 11.0

静岡市 A=5800ha ○ H24 H25 13.0

静岡市 ○ H25 H25 3.0
三保半島まちづくり協議会 ○ H24 H24 0.0

合計 5,445.4

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

事業主体

まちづくり活
動推進事業

細項目

（仮称）三保羽衣公園基本構想策定事業

名勝「三保松原」緑化推進事業

観光トイレ改修事業

真崎広場整備事業

直／間事業 事業箇所名

事業活用調
査

地域創造
支援事業

事業主体

－

規模

－

0

－

0

－

自転車道利用促進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

土地区画整理事業 三保羽衣地区

事業 事業箇所名 所管省庁名


